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戦　　評

　ﾍﾞｽﾄ4の最後の1枠を争う戦い。白：山形工は1回戦で城北、2回戦で秀明と関東勢を退け、
勝ち上がってきた。ｼﾞｭﾆｱ時代に全国優勝を経験したﾒﾝﾊﾞｰが多く、個人としても、ﾁｰﾑとして
も完成度が高い。青：鳥取中央は、長浜北星から11点奪い、勝ち上がってきた。攻撃の中心
はｷｬﾌﾟﾃﾝ④田村と2年生⑥深田、ｶｳﾝﾀｰ、ﾊﾟﾜｰﾌﾟﾚｰなど2人で9得点の活躍。両ﾁｰﾑともにｶ
ｳﾝﾀｰでの得点も多く、ﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰ時から目が離せない。
１Ｐ　山形工の先攻で始まる。山形工にいきなりのﾁｬﾝｽ、ｾﾝﾀｰﾎﾞｰﾙを取りに行った⑦羽角
が、鳥取中央ﾃﾞｨﾌｪﾝｽのﾏｰｸﾁｪｯｸの穴をそのまま泳ぎ抜けﾄﾞﾘﾌﾞﾙｲﾝ、ＧＫと正対するもｼｭｰﾄ
は決まらず。両ﾁｰﾑともｽﾀｰﾄからﾀﾞｯｼｭでの泳ぎ合い。速攻のかけ合いのなかから得点が生
まれる展開。先制点は山形工、5:33、2年生⑤新山のｶｯﾄｲﾝ、ﾎﾞｰﾙをｷｰﾌﾟしながら、浮き上が
りﾊﾟﾜﾌﾙなｼｭｰﾄを決める。泳ぎ合いの中から退水も誘発される。5:22、鳥取中央は退水のｾｯ
ﾄｵﾌｪﾝｽに2年生⑤島田が角度のないｻｲﾄﾞでＧＫと正対するものの、ﾊﾟﾜｰでねじ込み得点。
4:56、山形工⑩齋藤が速攻をかけ退水を誘発、そのままﾊﾟｽを受け得点、２－１で山形工ﾘｰ
ﾄﾞ。ｶｳﾝﾀｰの出し合いは続き、2:53、鳥取中央2年生③秋月が速攻から得点し、２－２。残り1
分を切り、山形工⑥近野がﾌﾛｰﾀｰﾌﾟﾚｰで退水を誘発、このｾｯﾄｵﾌｪﾝｽは鳥取中央2年生ＧＫ
①山根がﾌｧｲﾝｾｰﾌﾞ。そして、このﾎﾞｰﾙからの速攻で抜け出した③秋月、残り時間がないこと
がわかると、ＧＫの位置をよく見てﾊｰﾌﾗｲﾝ付近からﾙｰﾌﾟｼｭｰﾄを放つ、空中でﾌﾞｻﾞｰがなった
ﾎﾞｰﾙはそのままｺﾞｰﾙﾈｯﾄを揺らした。鳥取中央が1点ﾘｰﾄﾞで終了。
２Ｐ　両ﾁｰﾑ、このﾋﾟﾘｵﾄﾞも泳ぎの勢いは落ちない。6:15鳥取中央の退水ｵﾌｪﾝｽでは、⑦栗田
が得点。3:10、山形工④高橋がｶｳﾝﾀｰから絶妙のﾙｰﾌﾟｼｭｰﾄを決める。３－４で鳥取中央が
ﾘｰﾄﾞを守る。お互いにｷﾗｰﾊﾟｽの一歩手前でﾎﾞｰﾙﾛｽﾄの攻防、しばらくは点が入らない状況
が続く。1:58、山形工⑦羽角のｶｯﾄｲﾝで退水を誘発、このｾｯﾄｵﾌｪﾝｽでは素晴らしいﾌｫｰﾒｰｼｮ
ﾝﾌﾟﾚｰが見られた。ﾊﾟｽ回しの早さ、下がる・上がるのｺﾝﾋﾞﾌﾟﾚｰでﾏｰｸを圧倒、ｺﾞｰﾙ前の⑥近
野を完全にﾌﾘｰにさせそこから得点し、同点。ここまで泳ぎ抜いた後に完璧なｺﾝﾋﾞﾌﾟﾚｰを発揮
する底力を垣間見た。勢いに乗った山形工は0:54にも退水ｵﾌｪﾝｽで⑤新山が得点。５－４と
山形工ﾘｰﾄﾞで前半を折り返す。
３Ｐ　両ﾁｰﾑの泳ぎにも少しかげりが見え始めたか。お互いに奥まで攻め込まずに、ﾐﾄﾞﾙｼｭｰ
ﾄの打ち合いの様相。しかし、組んでからの単調なｼｭｰﾄはお互いに決まらない。5:37、ﾊｰﾌﾗｲ
ﾝ付近でﾊﾟｽｶｯﾄした鳥取中央、そのまま⑤島田が速攻を決め、同点。これを機に鳥取中央が
息巻く。3:32、ｷｬﾌﾟﾃﾝ④田村のﾄﾘｯｷｰなﾌﾘｰｽﾛｰｼｭｰﾄ、浮き上がらずに手首だけでｸｲｯｸｼｭｰﾄ
で得点。さらに2:30には、ｾｯﾄを組む前に、③秋月がﾃﾞｨﾌｪﾝｽの意表をつくﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄで得点。
５－７と鳥取中央ﾘｰﾄﾞ。0:25、山形工は退水ｵﾌｪﾝｽで、⑤新山が得点。この試合展開での1点
差はまだ先が見えない。
４Ｐ　5:34、山形工の速攻、⑦羽角がﾘｰﾄﾞﾌﾞﾚｲｸしたところに、⑥近野が泳ぎ込みﾜﾝﾀｯﾁｼｭｰ
ﾄ。同点。息づまる熱戦、激しい泳ぎ合いの中、ﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰ時に発生した退水ｵﾌｪﾝｽのﾁｬﾝｽ
に山形工のﾀｲﾑｱｳﾄ。ここでのｼｭｰﾄはﾐｽ、そのﾎﾞｰﾙに鳥取中央は速攻のﾁｬﾝｽ、しかし山形
工ﾃﾞｨﾌｪﾝｽが守り抜き、逆速攻をかけると、⑥近野のｽｰﾊﾟｰﾌﾟﾚｰ。ｶｯﾄｲﾝでｺﾞｰﾙ前に泳ぎ込
みながら斜め後ろからのﾊﾟｽに反応し、ｼｭｰﾄをねじ込んだ。山形工1点ﾘｰﾄﾞ。鳥取中央の執
念の攻めは手に汗握る展開へと。2:38鳥取中央⑥深田が相手のﾍﾟﾅﾙﾃｨﾌｧｰﾙを誘発、しか
し、このﾍﾟﾅﾙﾃｨｼｭｰﾄは山形工ｷｬﾌﾟﾃﾝＧＫ①木村がｽｰﾊﾟｰｾｰﾌﾞ。2:00にも絶対的なﾋﾟﾝﾁをｽｰ
ﾊﾟｰｾｰﾌﾞで回避した。0:22、鳥取中央の退水ｵﾌｪﾝｽ、残り3秒で放たれたｼｭｰﾄは無情にも
バーにあたりﾌｨｰﾙﾄﾞの外へ。1点差の激戦は山形工が制した。


